
五
輪
塔
資
料
の
研
究

・
日
本
仏
典
鎌
倉
吉
野
期
編

(斎

藤
)

五
輪
塔
資
料

の
研
究

・
日
本
仏
典
鎌
倉
吉
野
期
編

斎

藤

彦

松

一

序

本
研
究
は
鎌
倉
吉
野
期
、
即
ち
十
三
、
四
世
紀
の
日
本
仏
典
が
包
蔵

す
る
、
五
輪
塔
に
関
す
る
資
料
の
整
理
研
究
で
あ
る
。
此

の
国

の
五
輪

塔
は
九
世
紀
に
は
既
に
出
現
を
み
、
以
来
平
安
鎌
倉
と
十
三
世
紀
に
入

る
と
次
第

に
展
開
、
発
展
す
る
。
現
行
す
る
信
仰
遺
物
を
見
る
に
、
鎌

倉
吉
野
期

が
最
も
日
本
的
な
美
し
さ
を
保
持
し
定
形
化
し
て
い
る
と
さ

れ
る
塔
を
、
生
み
出
し
た
と
も
推
考
さ
れ
る
、
本
期
仏
典
中
の
五
輪
塔

資
料
を
集

録
整
理
し
て
、
そ
の
概
要
を
明
ら
か
に
し
、
更
に
は
、
特
徴
、

価
値
等
に
迄
及
ん
で
み
よ
う
。

三

資
料

研
究

の
位
置

此

の
研
究
は
既
に
本
学
会
で
連
続
発
表
し
て
来
た
、

一
連
の
研
究
で

(1
)

1

「
五
輪
塔
成
因
の
研
究
」
S
.
P
.
N
o
.
 
5
6
(
昭
和
5
6
年
)

2

「
五
輪
塔
資
料
の
研
究
・仏
教
経
軌
編
」
S
.
P
.
N
o
.
 
5
6

(昭
和
77
年
)

3

「
五
輪
塔
資
料
の
研
究

・
日
本
仏
典
平
安
期
編
」
S
.
P
.
N
o
.
 
6
2

(昭
和
57
年
)

4

「
五
輪
塔
資
料
の
研
究

・
十
二
世
紀
迄

の
遺
物
編
」
S
.
P
.
N
o
.
 

2
0

(昭
和
58
年
)

あ
る
是
等
に
続
く
も
の
で
、
鎌
倉
吉
野
期
は
、

五
輪
塔
史
上
最
盛
期
を

形
成
す
る
も

の
と
さ
れ
て
い
る
。
表
記
す
る
と
次
の
如
く
に
な
る
。

団
謬
瞬
蹄
季
顛
幽
の
腿
雌
難

三

鎌
倉
吉
野
期
に
於
け
る
五
輪
塔
の
名
称

先
ず

「
五
輪
」
と

「
五
輪
塔
」
で
あ
る
が
、
五
輪
と
記
し
て
も
五
輪
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塔
を
指
す
場
合
も
多
く
、
又
塔
を
意
識
せ
ざ
る
も
、
各
輪

一
括
を
主
意

す
る
場
合
も
あ
る
。
両
者
を
含
め
た
意
が
殆
ん
ど
と
推
定
さ
れ
る
と
こ

ろ
か
ら
、
本
論
で
は
両
者
区
別
せ
ず
同
論
す
る
を
主
と
し
た
。

経
軌
及
平
安
期
資
料
に
於
け
る
名
称
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
資
料
研
究
で

述
べ
た
が
、
不
空
の
訳
語
と
さ
れ
る

「
五
輪
塔
」
な
る
名
称
は
、
平
安

期
か
ら
本
期
に
入
る
と
次
第
に
多
く
の
使
用
例
を
み
る
。
是
に
準
ず
る

名
称
と
し
て

「
五
輪
塔
婆
」
「
五
輪
率
都
婆
」
も
定
着
し
て
使
用

さ
れ

て
来
る
。
本
期
に
初
出
す

る
名
称

と
し
て
は
、

a
五
輪
定
恵
成
就
塔

(覚
禅
砂
)

b
五
輪
五
色
塔

(白
宝
抄
)

c
法
性
五
輪
塔
婆

(同
上
)

d
五
大
法
界
塔
婆

(薄
双
紙
口
決
)

e
水
精
五
輪
塔
婆

(白
宝
口
抄
)

f
胎
蔵
大
塔
婆

(
画
上
)
等
が
あ
る
。

四

本
期
仏
典
資
料

に
み
る
特
殊
形
式

平
安
期
か
ら
鎌
倉
期
に
入
る
と
、
集
団
地
域
も
出
現
し
、
塔
形

の
地

方
色
な
ど
も
形
成
さ
れ
て
来
る
。
今
そ
れ
等
を
塔
の
各
輪
に
み
る
。

1
火
輪

経
軌
資
料
以
来
そ
の
形
は

「三
角
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る

が
信
仰
遺
物

で
は
側
面
三
角
、
平
面
四
角
が
定
形
化
し
て
い
る
。
例
外

的
に
、
側
、

平
共
に
三
角
形
の
所
謂
る
三
角
火
輪
の
五
輪
塔
が
僅
な
が

  
 

ら
今
日
に
及

〃
で

い
る
。
醍
醐
寺

の
成
賢

の
著
に

「
三
角
火
輪
形
塔

 
ヨ
 

婆
」
な
る
語

の
記
載
を
み
る
の
は

「
三
角
火
輪
」
初

の
文
献
で
あ
る
。

平
面
四
角
が
定
形
化
し
た
五
輪
塔
時
代

の
中
で
、
火
輪
は
三
角
形
表
現

で
あ
る
事
か
ら
、
側
、

平
共
に
三
角
で
あ
る
べ
き
と
の
考
え
に
拠
る
も

の
と
推
定
さ
れ
る
。
成
賢
が
居
住
し
た
醍
醐
寺
に
は
既
に
三
角
五
輪
塔

を
頂
い
た
、
白
銅
製
率
都
婆
鈴
が
存
在
し
て
居
る
事
は
重
要
で
あ
る
。

又
同
寺
に
剃
髪
し
た
東
大
寺
再
建
僧

「
重
源
」

の
遺

し
た
数
基

の
水

精
、
銅
製
の
五
輪
塔
の
何
れ
も
が
三
角
火
輪
で
あ
る
事
及
、
同
寺
円
光

院
阯
に
埋
納
さ
れ
て
い
る
銅
製
五
輪
塔
も
又
三
角
火
輪
と
推
定
さ
れ
る

事
は
注
意
さ
れ
る
。

  
 

又
側
面
三
角
火
輪

が

「
尖
端
向
下
」
(▽
)
の
記
載
が
、
天
台
僧

光

宗
の
撰
に
み
ら
れ
る
。
是
は
平
安
期
資
料
中
の
静
然
撰

「行
林
抄
」
中

の
記
載
を
承
け
た
も
の
で
、
台
密
の
伝
統
と
解
さ
れ
る
。

2
空
輪

「
渓
嵐
拾
葉
集
」
に

「
空
輪
非
二正
円
幻
或
如
二覆
鉢
器
」

と
あ
り
て
、
平
安
期
資
料
に
は
見
出
せ
な
か
っ
た

と
こ
ろ
の
空
輪
覆
鉢

器
説
と
な
る
。
此
の
説
は
遺
物
に
も
影
響
を
与
え
る
。

五

鎌
倉
吉
野

期

の
五
輪
塔
観

五
大
、

五
輪
、

と
記
し
て
も
五
輪
塔

の
意
で
あ
る
こ
と
が
多
く
、
用

法
上
そ
れ
を
合
し
た
資
料
か
ら
の
、
五
輪
塔
観
を
概
要
記
し
よ
う
。

A
、
伝
統
的
五
輪
塔
観

s
t
u
q
aの
漢

訳
語
と

し
て

の

「
率
都
婆
」
「
塔
婆
」
「
塔
」
又

「制

底
」
等
の
語
が
、

そ
の
ま
ま
五
輪
塔
で
あ
る
と
す

る
の
は
、
密
教
以
来

の
伝
統
又
は
慣
習
と
推
定
さ
れ
、
本
期
資
料
に
も

そ
の
明
記
を
み
る
。

(5
)

(6
)

ン

ハ

(1)

「塔
者
五
輪
塔

(2)

「制
底
者
五
輪
塔
」

(3)

「
塔
婆
色
体
五
大
法

(
7
)

性
也
」

五
輪
塔
資
料

の
研
究

・
日
本
仏
典
鎌
倉
吉
野
期
編

(
斎

藤
)
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五
輪
塔
資
料
の
研
究

・
日
本
仏
典
鎌
倉
吉
野
期
編

(斎

藤
)

次
に
五
輪
塔
成
因
資
料
、
経
軌
資
料
、
平
安
期
資
料
の
主
要
点
を
概

記
し
て
、

そ
れ
に
継
続
す
る
本
期

の
五
輪
塔
観
を
概
要
記
す
る
。

(8
)
(
9
)

(ど)

バ

ラ

モ

ン
盗

料

説

(
B
a
h
m
a
n
)
=
圏

)
」

(謬
)

(
10
)

(玖)
経
軌
資
料

団
舞
暑
婁
塒

汁

田
吾
温

(1
1
)

の
平
安
期
資
料

団
蕃
暗

汁

皿
誉
浄

螺
義
碍
事

・
羅
琳
針
凝

(午)
鎌
倉
吉
野
期
資
料

(乙)
a
h
魯

凶
離

大

田

(秘
妙
・
覚
禅
砂

・
薄
双
紙
)

(
12
)

(5)

凶

郭
暗

塒
-
大

田

邑
呉
冷
衷
賠
団
汁

鐸
卜
知
卜
琳
弟

団
穂
晒
耳
凌
団
藤
、
礁
祉
融
窟
漂
嘲

(
13
)

(5)

団

汁

憲
団
汁

碁
呉
冷
淳
蹄

醜
加
泌
磁

大
凶
汁

凶
柵
回
重

引
器

宮
晦
温

(
7
)
餌
慈
貯

鍵
旨

訂
旨

穿
働
票

樹
嶺
聴

廿
田
財
油
砦
血
囚
愚

甚
呉
冷
翼
賠
団
汁
黒
無

詳
細
知
餅

餅
琳
歳
凝

汁

田

(
白
宝
抄
)

(5)
団

汁

母
田
田
油
柴
血
囚
愚

)
膿
蕗
誌
評

蹄

皿
斗

拙
幽

確

細

商

蔦

(41
)

a
v
a
 
r
a
 
h
a
 
k
h
a

詳
細
喜
畔

(
1
5
)

(9)
a
 
v
a
m
 
r
a
m
 
h
a
m
 
k
h
a
 

旨

団

罫

革

軸
=
大

田

(
1
0

)
労
営

詳
串
耕
扉
塔

中
定

悪
爵
団
蕃

(
16
)

中
同

紛
薯
団
略
誉
渇

以
上
の
如
く
本
期
も
そ
の
主
要
は
、
平
安
期
の
継
続
で
あ
る
が
、
そ
の

基
点
を
梵
字

(種
子
真
言
)
と
し
た
も
の
が
見
ら
れ
る
の
は
注
意

さ
れ

る
台
密
で
は
法
華
密
教
の
故
か
、
釈
迦
に
根
源

を
求
め
て
い
る
。

B
、
哲
学
的
五
輪
塔
観

(17
)

(11)
定
呉
冷
卑
暗

a
 
v
a
m
 
r
a
m
 
h
a
m
 
k
h
a
m
 

団
帰
融
殴
一
陣
細

(18
)
(
1
9
)

(
1
2
)

凋
ぎ
団
汁
貰
貯

(白
宝
抄
)

(1
3
)
凛
ぎ
団
汁

野
う
強
融

(
20
)

(21
)

(
1
4
)

凶
謬
団
汁
確
軸
凝
書
吟
爵

(1
5
)
団
汁
司
詳

隊
返
拙

以
上
の
哲
学
的
五
輪
塔
観
を
整
理
す
る
と
、
次

の
如
く
に
な
り

五
大

世
界
を
建
立

五
輪
塔
は

万
物
を
出
生

縁
起

含
蔵

万
法
を
具
表

バ
ラ
モ
ン
資
料
特
に
ウ
パ

ニ
シ
ャ
ッ
ド
u
p
a
n
i
s
a
d
に
そ
の
源
流
を
み

る

(成
因
資
料
研
究
S
.
P
.
5
6
)

C
、
五
輪
塔
人
身
観

此
の
人
身
観
は
、
大
陸
以
来
の
も
の
で
あ
る
が
、
本
期
資
料
で
は
具

体
的
進
展
が
み
ら
れ
る
。

(
22
)

(1
6
)
冴
団
郭

多
。
享
団
繋
)
恥
。
凶
罫
)
団
鐵

温
。

(白
宝
抄
)

(23
)

(
1
7
)

確
軸
凶
汁
な
皿
取
汁
麹
口
盆
望
。
爵
確
細
暑

皿
恥
。

(
24
)
(
2
5
)

(1
8
)
齢
娼
恥
薯
細
団
暴
直

(
1
9

)
一
芭
知
賠
瞭
弟
団
暴
聖
喜
直

(26
)
(
2
7
)

(
2
0
)

団
喜
団
暴
蒔

(
2
1

)
皿
恥
智
団
離
蕗
細
藻
購

(開
心
抄
)

(
28
)

(2
2
)
団
書
聖
誌
呉
果
翼
暗
団
大
無
取

(了
因
決
)

五
輪
を
人
身
五
体
の
各
部
に
対
応
せ
し
め
る
思
想
表
現
は
、
五
輪
人

身
観
で
、
本
期
に
入
る
と
明
確
に

卜
恥
=
団

認

(畦
)

と
記
述
表
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現
さ
れ
て
来
る
。
更
に
本
期
資
料
で
注
目
す
べ
き
は

「有
漏
、
無
漏
人

身
五
輪
観
」

で
あ
る
。
則
ち
次
の
如
し
。

(29
)

(23)
窯
針
議
一田
恥
団
汁
。
痔
黙
恥
団
汁
団
叢
昔
球
。

有
漏
、
無
漏
両
身
共
に
五
大
成
身
と
し
て
い
る
。

D
、
五
輪
塔
に
見
る
即
身
成
仏
思
想

即
身
成
仏
。
是
は
仏
教
者
の
理
想
と
も
解
さ
れ
る
。
五
輪
塔
に
於
け

る

「即
身
成
仏
思
想
」
は
、
そ
の
基
盤
に
、
哲
学
的
五
輪
塔
観
、
五
輪

塔
人
身
観
、

仏
衆
生
同

一
思
想
、
が
推
考
さ
れ
る
。

(30
)

(2
4
)
知
肝
智
書
瞭
聴
購
。
智
取
涛
重
。
(白
宝
抄
)

(
31
)

(2
5
)
暑
恥
無
重
燃
。
践
重
凶
汁
知
肝
団
汁
。
類
巨
類

こ
。

(
32
)

(2
6
)
皿
恥
団
暴
端
溢
多
吟
豊
。
油
連
智
海
寓
斥
ひ
魅
直
。
(秘
砂
問
答
)

(3
3
)

(2
7
)
泌
叫
蝉

圏
蔀
瓢
資
刈灘

昼
毒

亨蝶
註
。
(渓
嵐
拾
葉
集
)

是
等
の
思
想
に
は
、
五
大
思
想
発
生
の
バ
ラ
モ
ン
哲
学
に
見
る
と
こ

ろ
の

説

団
大

に
遠
源
を
み
る
。
此
の
思
想
は
更
に
仏
教
に
入
り

(大

田
=
団
認
瞬
購
)

(団
認
瞬

恥
踏
)
と
な
り
、
是
等
を
基
底

に
成
立
し
た
事
が
推
考
さ
れ
る
。
平
安
期
資
料
の

「秘
蔵
記
」
に

「
五

大
所
成
の
故

に
草
木
非
情
成
仏
」
の
意
あ
り
注
意
さ
れ
る
。

「
即
身
成
仏
」

と

「五
輪
成
仏
」
が
同
義
語
と
な

っ
て
来
る
。

E
、
五
輪
塔
観
に
み
る
仏
、
衆
生
同

一
思
想

此
の
思
想
は
、
即
身
成
仏
思
想
と
共
に
五
輪
観
を
基
盤
と
し
て
い
る
。

(
34
)

(2
8
)
齢
斥
知
肝
可
一
団
冷
可
一
確
軸
直
。

(白
宝
抄
)

(
35
)

(2
9
)
磯
誘
凶
汁
。
難
餅
団
汁
。
蕪
巨
類
曽
。

(金
界
発
恵
抄
)

が
こ
こ
で
注
意
さ
れ
る
事
は
、
物
質
の
重
視
に
あ
る
。
即
ち
世
界
を
形

成
し
て
い
る
五
大

(物
質
)
も
、
人
を
形
成
し
て
い
る
五
大

も
同

一
の

五
大
で
あ
る
と
す
る
。
そ

の
事

が
仏
、
衆
生

(人
間
等
)
同

一
思
想

と

な
り
、
即
身
成
仏
思
想

へ
と
進
展
す
る
。

此
の
思
想
は
バ
ラ
モ
ン
教

の
奥
義
書
哲
学
で
あ

る

「梵
我

一
如
」

説
B
r
a
h
m
a
n

齢
A
t
m
a
n

一

吾

声
B
r
a
h
m
a
n

知
肝
B
r
a
h
m
a
n

の
思
想
が
、

日
本
の
鎌
倉
期
五
輪
塔
観
に
底
流
し
て
い
る
。

F
、
五
輪
塔
観
に
み
る
抜
苦
与
楽
と
浄
土
思
想

是
等
の
思
想
は
既

に
平
安
期
資
料

に
み
ら
れ
、
東
密

の
空
海
、
元

呆
、
淳
祐
等
の
著
に

「抜
苦
与
楽
」
の
記
述
が
み
ら
れ
る
。
又
台
密

の

安
然
に
は

「
離
苦
得
楽
」
が
見
え
る
。
今
是
を
整
理
す
る
と

(36
)

暑
装
聴
、

疑
記
田
油
柴
池
囚
田

(団
堺
娼
)

定
冷
果
衷
賠

升

田

略
猛
詳
細

知
餅
器
畔
お
漫

と
な
り
又
覚
鍵

は

「悉
皆
浄
土

は
率
都
婆

に
摂

し
、
諸
仏
土
即
率
都

婆
」
と
記
し
て
い
る
。
是
等
平
安
期
資
料
を
承
け
た
形
で
、
本
期
で
は

(
37
)

(
3
0
)

歯
装
聴
。
凶
汁
烈
寓
。
凝
凹
思
曲
廿
面
囚
誌
。
難
餅
餅
晦
な
漫
。

以
上
の
抜
苦
与
楽
思
想
は
、
更
に
浄
土
思
想
へ
と
継
続
す
る
。

(
3
8
)
(
3
9
)

(
3
1
)

魁
肇
皆
象
眞
凶
汁
黒
井
無

(
3
2
)十
凝
箏
臣
区
革
丹
。

六

五
輪
塔
と
舎
利
、
宝
珠

舎
利
と
率
都
婆
は
、
日
本
仏
教
の
初
期
よ
り
の
主
要
信
仰
で
、
密
教

五
輪
塔
資
料

の
研

究

・
日
本

仏
典
鎌
倉
吉
野

期
編

(
斎

藤
)
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五
輪
塔
資
料
の
研
究

・
日
本
仏
典
鎌
倉
吉
野
期
編

(斎

藤
)

の
渡
来
に
よ
り
宝
珠
も
行
を
共
に
す
る
に
到

っ
た
。

(
4
0
)

(
3
2
)

団
謬
智
吟
品
二直
。
暗
鼻
直
。
(薄
双
紙
口
決
)

(41
)

(
3
4
)

吟
塑
疎
団
汁
黄
商
直
。
吟
酋
聖
既
弊
。
蹄
鼻
砦
凶
汁
曲
。

(42
)

(
5
2
)

団
秘
団
謬
蹄
鼻
罰
一
奔
餓
国
省
。
(白
宝
口
抄
)

「大
智
度
論
」
に

「舎
利
変
成
此
珠
」
と
あ
り
、
舎
利
と
宝
珠
は
早

く
よ
り
同

一
視
さ
れ
て
い
る
が
、
本
期
資
料
で
は

吟
=
既

無
=
団

誘
団
汁

と
し
、
日
本
密
教
信
仰
の
重
要
点
を
打
出
し
て
来
る
。

七

胎
金
両
部
表
現

と
五
輪
塔

経
軌
資
料
以
来
、

五
輪
塔
は
そ
の
ま
ま
大
日
塔

で
あ
る
が
、
平
安
期

か
ら
鎌
倉
期
に
入
る
と
、
改
め
て

「
胎
金
不
二
の
大
日
塔
」
と
な
る
。

(
43
)

(2
6
)
副

虫
い確

身

副

津

団

口

直
。

(
諸
法
分
別
抄
)

(4
4
)

(
3
7
4
)

副
幾
汁

回
画
逗
凶
暴
謎
詳
書
。
)伊
座
偉
多
引
口
田
直
。

(
3
8
)

多
烈
無
団
謬
陣
細
診
理
細
汁

皿
黒
宙
。
踏
黒
薪
団
罫
陣
細
露
爵
細
汁

(
45
)

口
黒
宙

(
大
日
経
教
主
本
地
加
持
分
別
)

(
46
)

(
3
9
)

団
郭
娼
購
国の
診
一
再
曲
塔
期
車
。
(了
因
決
)

以
上
の
如
く

副
嶺
引
口
汁

回
=
団
固
膀

の
思
想
が
、
東
台

の
両
密

に
見
ら
れ
る
事
は
重
要
で
あ
る
。

八

南

天

の
鉄
塔

と
五
輪
塔

両
部
大
経
相
承

の
伝
承
を
持

つ
鉄
塔
信
仰
は
、
日
本
密
教

で
は
重
要

で
あ
る
。
本
期
に
入
る
と

丑
囲
黎
娼
=
団

固
革

と
な
る
。

(
4
7
)
(
4
8
)

(
4
0
)

琳
溢
多
寓
聖
団
固
図
塗
餅
歯
。
(
4
1
)黎
娼
瞭
確
細
娼
購
註
。

(4
9
)

(
4
2
)

細
既
,
 
 
察
娼
団
謬
強
津
F
凶
旨
固
。
(了
因
決
)

九

法
華
経
多
宝
塔
と
五
輪
塔

幅
蹄
瞬
=
団
馨
聴

の
思
想
が
生
れ
、
信
仰
遺
物
も
現
存
す
る
。

十

双
圓
性
海
思
想
と
五
輪
塔

(
5
0
)

「
双
円
性
海
塔
信
仰
の
研
究
」
に
詳
説
せ
る
あ
り
。

十

剛

神
道
に
於
け
る
五
輪
塔

(51
)

台
密
に
は
、
大
神
宮
神
宝
に
五
大
輪
表
相
在
之
。
等
の
資
料
あ
り
。

十

二

結

五
輪
塔
観
は
鎌
倉
期
に
入
る
と
、
古
代
イ
ン
ド
の
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド

思
想
が
蘇

っ
た
如
く
、

五
大
五
輪
塔
よ
り
、
万
物
、
万
法
、
及
び
世
界

を
出
生
縁
起
し
、
そ
れ
等
を
建
立
、
含
蔵
す
る
と
記
録
し
て
い
る
。

此
の
五
輪
塔
は
、
古
代
バ
ラ
モ
ン
哲
学
に
そ
の
成
因
を
発
し
、
イ
ン

ド
、
中
国
、

日
本
と
伝
流
し
、
平
安
仏
教
に
開
花
を
み
、
鎌
倉
吉
野
期

に
最
盛
期
を
迎
え
今
日
に
継
続
を
み
る
、
日
本
国
有
縁
の
塔
で
あ
る
。

1
s
a
i
t
o
 
p
r
i
n
t

の
略
。

2

唐
代
五
輪
塔
の
研
究
S
.
P
.
N
o
.
 
1
0

印
度
学
仏
教
学
研
究
」
6
-
2
.
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醍
醐
寺
五
輪
塔
の
美
術
史
的
研
究
S
.
P
.
N
o
.
3
4

「印
度
学
仏
教
学
研
究
」

1
5
-
1
。

3

遍
口
砂

大

正
七
八

・
六
九
二
。

4

渓
嵐
拾
葉
集

大

正
七

六

・
五
六
七
。

5

白
宝

口
抄

大

正
図

六

・
八
〇

六
渓
嵐
拾
葉
集
大
正
七
六

・
六
九
〇
。

6

諸
法
分
別
抄

大

正
七
七

・
七

一
五
。

7

大
正
七
六

・
五

一
。

8
B
r
h
a
d
a
r
a
n
y
a
k
a
 
u
p
.
4
2
4
-
5

「
梵

は
五
大
等
所
成

な
り
」
。

9
B
r
h
a
d
a
r
a
n
y
a
k
a
 
u
p
.
5
-
5

要
旨

「梵
=
庵

(
O
H
)

11
空
風
火
水
地
。

過

仏
頂
尊
勝

心
破
地
獄
儀

軌

大
正
十
八

・
九

二
二

「
方
円
三
角
半
月
固

形
。

地
水
火
風

空
五
大
所
成
故
。

此
率
都
婆
成
摩

詞
毘
盧
遮
那
如
来
」
。

11

金
剛
界
大
法
対

受
記

大
正
七
五

・
一
一
六

「
方

円
三
角
半
月
形
。

地

水
火
風
空
所
成
。

放

光
普
照
法
界
。

於
衆

生
界
離
苔
得
楽
。

此
卒
都
婆
変

成
毘
盧
遮
那
如
来
」
。

12

覚
禅
砂

大

正
図
五

・
五
七
九
。

13

同
上
五
九
四
。

14

諸
法
分
別
抄

大
正
七
七

・
七

一
九
。

15

阿
娑
縛
抄

大
正
図
八

・

一
○

二

一
。

16

渓
嵐
拾
葉
集

大
正
七
六

・
五
九
〇
。

17

幸
心
砂

大
正
七
八

・
七

二
〇
。

18

大
正
図

一
○

・
二

一○
三
。

19

白
宝
口
抄

大
正
図
六

・
八
五
二
。

20

同
上
八
○
七
。

21

阿
娑
縛
抄

大

正
図
八

・
八
五

二
。

22

大
正
図

一
○

・
三
六
。

23

秘
砂
問

答

大

正
七
九

・
四

二

二
。

24

同
上
五

一
八
。

25

白
宝
口
抄

大

正
図
七

・
五

一
五
。

26

同
上
七

・
二
七
。

27

大

正
七
七

・
七
五
三
。

28

大
正
七
七

・
一
七
七
。

29

白
宝
抄

大
正
図

一
〇

・
三
二

胎
蔵

入
理
妙

大

正
七
九

・
一
四
九
。

30

大

正
図

一
〇

・
六
〇

五
。

31

金
界
発
恵
抄

大
正
七
九

・
二

一
二
。

32

大

正
七
九

・
三
〇

一
。

33

大

正
七
六

・
五
〇
三
。

34

大

正

一
〇

・
二
三
〇
。

35

大
正
七
九

・
一
二
八
。

36

金
剛
界
大
法
対
受
記

大
正
七

五

・
一
一
六
。

37

白

宝
抄

大
正
図

一
〇

・
三
七

六

秘

砂
問
答

大

正
七
九

・
三

四
四
。

38

大

正
図

一
〇

・
三
〇

胎
蔵
入
理

砂

大
正
七
九

・
一
四
五
。

39

薄

双
紙
口
決

大
正
七
九

・
二
四
六
。

40

同
上
二
九
六
。

41

白
宝
抄

大

正
図

一
〇
・
二

一〇

三

白
宝

口
抄

大
正
図
六
・
三
七
五
。

42

同
上
大
正
七

・
三
六
八
。

43

大
正
七
七

・
七
二
八
。

44

同
上
七
三
〇
。

45

大
正
七
七

・
七
七
六
。

46

大
正
七
七

・
一
八
五
。

47

薄
双
紙

口
決

大

正
七
九

・
二
九
六
。

48

大

正
七
六

・
八
六
五
。

49

大

正
七
七

・
一
八
四
。

50

本
誌
通
巻

第
四
七
号
。

51

淫
沿
風
拾
葉
山集

大
正
七
六

・
七

二
一二
〇

(梵
字
資
料
研
究
所
所
長
)

五
輪
塔
資
料

の
研
究

・
日
本
仏
典
鎌
倉
吉
野
期
編

(
斎

藤
)
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